
付紙様式第２ 

事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名   岐阜飛行場関連公共用施設鵜沼福祉センター改修整備事業 

補 助 事 業 者 名 各務原市 

実  施  場  所  各務原市鵜沼羽場町 1-217 鵜沼福祉センター 

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標 

鵜沼福祉センターは昭和４９年度に建設されてから４３年が経過し、

老朽化による劣化及び損傷が発生している。特に外壁は全体にクラック

や浮きが目立ち、外壁が原因と考えられる雨漏りが報告されているほか

外壁の劣化による構造物の落下等の危険もある。 

このため、改修工事を行うことにより、利用者が安全で快適に利用で

きる環境を整備し、福祉活動の向上を図る。 

補 助 事 業 の 内 容   外壁等改修工事 

補助事業の始期及び終期  平成 29年 10月 23日から平成 30年 2月 28日まで 

 

 

事業費及び交付金額  

 28年度 29年度 

 

30年度 

予定 

31年度 

予定 

32年度 

予定 

計 

事業費 
円 

 

円 

9,011,559 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

9,011,559 

交付金額  8,000,000    8,000,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

 外壁等を改修することにより、職員や利用者が安全かつ快適に利用す

る環境を整備することができた。また、鵜沼福祉センター職員や利用者

に対するアンケート調査を行った結果、「建物内での雨漏りがないか」「安

心して快適に施設を利用できるようになったか」との問いに対して、全

員が「はい」との回答であり、安全性や利便性の向上が確認できた。 

 さらに、工事中の立て看板及び、地域への回覧文書、市ホームページ

に防衛省の調整交付金事業である旨を掲載することで、地域住民への周

知に努めた。 

事業の改善措置及び  

今後の対応 

 今後も安全で快適に利用できる環境を確保するべく、職員や利用者な

どの意見を参考にしながら改修工事を行う。 

事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 
 無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。 

  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を

記載すること。 


